
（ 計画 ・中間 ・最終　）
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い
じ
め
の
防
止

「自分大好き」な
児童の育成

⑤個を大切にした
支援の充実を図り，
安心して過ごせる生
活を保障する。

○保護者やSSR,関係機関等と
連携を図りながら，問題行動や
不登校に対応するためにいじめ
防止委員会を定期的に実施す
る。

〇いじめ防止委員会
を，学期に１回以上実
施した割合
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健
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か
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心
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「運動大好き・給
食大好き・早寝早
起き音戸っ子」の
育成

安心・安全な学校
づくり

③生涯にわたって
運動に親しむ児
童を育てる。

④防災教育の深
化を図る。

○体育科の授業始めに，児
童が楽しみながら必然的に
ダッシュをする運動を行う。
○委員会活動で全校遊びを
実施したり，多様な遊びを紹
介したりする。

○地域の災害リスクを踏まえ
た実践的な防災教育を行う。

○児童アンケート
「運動することが楽し
い」と回答する児童
の割合

○児童アンケート
「自分が住む地域で
起こりやすい災害に
ついて理解してい
る」と回答する児童
の割合
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確
か
な
学
力

「友達大好き・自
分大好き・音戸大
好き」な児童の育
成

②児童の自己肯
定感を高める。

○がんばりを認められる場を
いろいろな場面で設定する。

○特別活動等を通して，人と
関わる活動を設定したり，や
り切る活動を充実させるため
に，役割や目標をもたせたり
する。

〇児童アンケート
「自分にはよいとこ
ろがある」と回答す
る児童の割合

〇児童アンケート
「自分のよさは認め
られている」と回答
する児童の割合

上半期 下半期

「前より賢くなっ
た！友達と学び
合うことが楽しい」
といえる児童の育
成

①児童の主体的
な学びを実現でき
るよう授業改善を
推進する。

○考える授業づくりを推進
する。

○ICTの効果的な活用を
する。

○学期末テスト（国
語・算数）の得点率
４０％以下の児童の
割合
　
○児童アンケート
「ICT機器を活用す
ることで楽しみなが
ら学習を進めること
ができる」と肯定的
に回答する児童の
割合

20%
未満

 

80%

国語
7％
算数
11％

97%

国語
116%
算数
111%

121%

A

A

A

重点
d 中期（３年間）

経営目標
e 短期（今年度）

経営目標
f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）
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目
標
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c　中期経営目標を踏
まえた現状（進捗状
況）と今年度の重点

　令和６年度は, ｢根拠をもとに思考・判断・表現する力｣を鍛える視点をもちながら授業実践に取り組むとともに，音戸中学
校区授業モデルをもとに児童生徒が主体的に考える授業づくりを行った。また，児童生徒の自己肯定感や協動性を高める
小小・小中連携を計画的に行い，異学年交流などの場で児童をほめる取組を実践した。令和７年度も，引き続き「根拠をも
とに思考・判断・表現する力」等を育成する授業の改善に努め，児童の自己肯定感を高める活動を意図的に仕組む。

育成を目指す資質・能力 「知識・技能」　「思考・判断・表現する力」　「協働的に関わる力」　「地域の一員として関わる力」

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目） 自己評価

令和　　８年　　２月 　　６日

令和　７　年度　　評価計画及び自己評価

　　　　音戸中学校区　校番２８　　　学校名　　呉市立波多見小学校　　　

a　学校教育目標

小中一貫教育目標
　
夢をもち　自ら動き
たくましく生活する児童生徒の育成

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

〈ミッション〉　　　　ふるさとを愛し，自律できる人材を育成し，
（学校の使命）　　　　　　　　　　　　　地域社会の活性化に貢献する

〈ビジョン〉　　　　　自分がすき！友達がすき！学校がすき！
（将来の学校像）　　夢をもち夢を語ることができる児童が育つ学校を目指す

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２－３

貫


